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一
及
び
二
に
つ
い
て 

具
体
的
に
は
、
定
期
便
等
そ
の
時
点
で
利
用
可
能
な
退
避
手
段
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
に
よ
る
退
避
を
勧
告
し
、
こ
れ

ら
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
場
合
又
は
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
現
地
の
緊
迫
度
、
保
護
の
緊
急
度
、
在
留
邦
人
等
か
ら
の

要
請
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
臨
時
便
の
要
請
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
手
配
等
そ
の
他
の
退
避
手
段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
臨
時
便
の
要
請
を
行
う
か
、
又
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
手
配
を
行
う
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
基
準

は
存
在
し
な
い
が
、
当
該
緊
急
事
態
の
態
様
や
手
配
に
要
す
る
期
間
等
の
要
素
を
総
合
的
に
勘
案
の
上
、
個
々
の
具
体
的
状

況
に
応
じ
て
対
処
し
て
き
て
い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
外
国
に
お
い
て
緊
急
事
態
が
発
生
し
、
当
該
国
が
在
留
邦
人
の
保
護
を
十
分
行
い
得
ず
、
実
際
に
邦
人

の
退
避
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
、
米
国
等
友
好
国
と
の
協
力
の
可
能
性
も
検
討
し
つ
つ
、
最
も
迅

速
か
つ
安
全
な
退
避
手
段
を
活
用
し
て
、
邦
人
の
退
避
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

今
後
、
航
空
会
社
が
政
府
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
入
れ
や
す
く
す
る
た
め
に
必
要
な
包
括
的
な
制
度
に
つ
い
て
、
航
空
会 
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対
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つ
い
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五
に
つ
い
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三
に
つ
い
て 

邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
の
政
府
の
要
請
に
基
づ
き
航
空
会
社
が
臨
時
便
を
運
航
す
る
こ
と
に
よ
り
損
失
が
生
ず
る
よ
う
な

場
合
に
お
け
る
補
償
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
邦
人
保
護
を
円
滑
に
行
っ
て
い
く
上
で
検
討
が
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
、
政
府
部
内
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
航
空
会
社
は
、
安
全
上
、
経
営
上
等
の
観
点
か
ら
、
当
該
運
航
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
す
る
と

き
は
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

社
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

民
間
航
空
機
の
派
遣
に
関
す
る
政
府
の
航
空
会
社
に
対
す
る
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、
要
請
先
が
日
系
航
空
会
社
で
あ
る

か
、
日
系
以
外
の
航
空
会
社
で
あ
る
か
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
要
請
に
応
ず
る
か
否
か
は
当
該
航
空
会
社
が
自
ら 

な
お
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
は
、
政
府
が
借
主
と
な
る
。 

邦
人
救
出
の
た
め
の
臨
時
便
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
は
、
航
空
会
社
の
任
意
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



 

 

五 

の
判
断
に
基
づ
き
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
段
の
法
律
の
整
備
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。 

六
に
つ
い
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一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
外
国
に
お
い
て
緊
急
事
態
が
発
生
し
、
当
該
国
が
在
留
邦
人

の
保
護
を
十
分
に
行
い
得
ず
、
実
際
に
邦
人
の
退
避
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
は
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
、
米
国
等
友
好
国
と

の
協
力
の
可
能
性
も
検
討
し
つ
つ
、
最
も
迅
速
か
つ
安
全
な
退
避
手
段
を
活
用
し
て
、
邦
人
の
退
避
の
支
援
を
行
っ
て
い 

 

る
。 具

体
的
に
は
、
定
期
便
等
そ
の
時
点
で
利
用
可
能
な
退
避
手
段
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
に
よ
る
退
避
を
勧
告
し
、
こ
れ

ら
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
場
合
又
は
不
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、
現
地
の
緊
迫
度
、
保
護
の
緊
急
度
、
在
留
邦
人
等
か
ら
の

要
請
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
そ
の
他
の
退
避
手
段
の
確
保
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

今
後
、
退
避
手
段
の
選
択
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
政
府
部
内
で
必
要
な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


